
まちのうごき

（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

ふるさとの誇りを訪ねて

美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち

広報

月号 No.

【写真】

今月の主な内容（Contents）

１１

小代区が「日本で最も美しい村」連合に加盟

森浄水場が完成

4種混合ワクチンの予防接種を開始

役場各課などからのお知らせ　　ほか

92
平成 24 年（2012）

2

4

10
12

－ 美しい村「小代」を
未来に残そう －

「日本で最も美しい村」連合加盟記念セレモニー

　10 月 11 日、小代地域局前で関係者約 50 人

が出席し、加盟記念セレモニーが行われました。

　出席者は表に「日本で最も美しい村OJIRO」、

裏に「99.9％但馬牛」とプリントされた黄色の

Ｔシャツを着用。くす玉を割って加盟を喜びま

した。（本号 2～ 3ページに関連記事を掲載）
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加
盟
申
請
を
行
っ
た
の
は
今
年
３
月
末
。

７
月
17
、
18
日
の
２
日
間
、
３
人
の
加
盟
資

格
審
査
員
を
小
代
区
に
迎
え
、
現
地
調
査
や

関
係
者
か
ら
の
説
明
な
ど
を
通
し
て
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
８
月
29
日
開
催

の
連
合
理
事
会
で
加
盟
の
内
定
決
定
が
あ
り
、

10
月
４
日
、
冒
頭
の
と
お
り
加
盟
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

連
合
に
加
盟
し
て
い
る
49
町
村
・
地
域
に

は
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
合
掌
造
り
の

家
屋
が
並
ぶ
岐
阜
県
白
川
村
、
ユ
ズ
の
生
産

が
盛
ん
で
そ
の
加
工
品
で
村
お
こ
し
に
成
功

し
た
高
知
県
馬
路
村
な
ど
が
あ
り
、
近
隣
で

は
京
都
府
伊
根
町
、
鳥
取
県
智
頭
町
も
加
盟

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
連
合
へ
の
加
盟
は
、

小
代
区
が
兵
庫
県
下
で
初
と
な
り
ま
す
。

　

小
代
区
と
と
も
に
今
回
加
盟
が
承
認
さ
れ

た
の
は
、
福
島
県
三み

し

ま

ま

ち

島
町
、
山
梨
県
道ど

う

し志
村
、

福
岡
県
東と

う

ほ

う峰
村
の
ほ
か
、
良
質
材
と
し
て
知

ら
れ
る
吉
野
材
の
産
地
で
あ
り
、
古
く
は
古

今
和
歌
集
に
も
詠
ま
れ
た
桜
の
名
所
「
吉
野

山
」
の
あ
る
奈
良
県
吉
野
町
で
す
。

活
動
を
手
本
に
、
失
っ
た
ら
二
度
と
取
り
戻

せ
な
い
日
本
の
農
山
村
の
景
観
・
環
境
・
文

化
を
守
る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

小
さ
く
て
も
輝
く
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
持
つ

農
山
村
が
、
自
ら
の
町
や
村
に
誇
り
を
持
っ

て
自
立
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
美
し
い
地
域

で
あ
り
続
け
よ
う
と
、
現
在
、
49
町
村
・
地

域
が
こ
の
連
合
に
加
盟
し
、
自
然
と
人
間
の

営
み
が
長
い
年
月
を
か
け
て
つ
く
り
あ
げ
た

美
し
い
農
山
村
を
慈
し
み
、
楽
し
み
、
そ
し

て
、
し
っ
か
り
と
未
来
に
残
そ
う
と
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
市
町
村
合
併
が
進
み
、
小
さ
く
て

も
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
を
持
つ
町
や
村
の

存
続
や
美
し
い
景
観
の
保
護
な
ど
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
平
成
17
年
10
月
、
美
し
い
丘
陵
風

景
で
知
ら
れ
る
北
海
道
美
瑛
町
を
含
む
７
町

村
が
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
を
設

立
。
フ
ラ
ン
ス
の
素
朴
な
美
し
い
村
を
厳
選

し
紹
介
す
る「
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
美
し
い
村
」

　日本の農山村の景観・環境・文化を

守る活動を行っているＮＰＯ法人「日

本で最も美しい村」連合（会長＝浜田

哲北海道美
び え い

瑛町長）。

　その臨時総会が 10 月４日、天孫降臨

の地といわれている宮崎県高
た か は る

原町で開

催され、小代区が同連合へ加盟するこ

とが承認されました。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

加
盟
ま
で
の
経
過
―
―

連
合
の
目
的
―
―

加
盟
の
条
件
―
―

連
合
と
は
―
―

　

連
合
は
、
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
を
持
ち

な
が
ら
過
疎
に
あ
る
美
し
い
町
や
村
が
「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
を
宣
言
す
る
こ
と
で
、

①
自
ら
の
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、
将
来
に
わ

た
っ
て
美
し
い
地
域
づ
く
り
を
行
う
こ
と
②

住
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
展
開
す
る

こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
地
域
の
自

立
を
推
進
す
る
こ
と
③
生
活
の
営
み
に
よ
っ

て
作
ら
れ
て
き
た
景
観
・
環
境
・
文
化
を
守

り
、
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
こ
と
で
観
光
的
付

加
価
値
を
高
め
、
地
域
資
源
の
保
護
と
地
域

経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

連
合
に
加
盟
す
る
た
め
に
は
次
の
条
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
（
５
年
ご
と
に
再

審
査
）。

・ 

人
口
が
お
お
む
ね
１
万
人
以
下
で
あ
る
こ

と
・ 

地
域
資
源
が
２
つ
以
上
あ
る
こ
と

・ 

連
合
が
評
価
す
る
地
域
資
源
を
生
か
す
活

動
が
あ
る
こ
と

地域づくりの第一歩！地域づくりの第一歩！

「日本で最も美しい村」連合に
小代区が加盟しました小代区が加盟しました

▲ふれあい歴史公園（小代区忠宮）から小代区城山方面を望む
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今
回
の
加
盟
申
請
に
あ
た
り
、
小
代
区
の

地
域
資
源
と
し
て
①
「
和
牛
の
ふ
る
さ
と
」

を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
②
区
民
の
皆
さ
ん

が
作
り
上
げ
た
「
み
か
た
残
酷
マ
ラ
ソ
ン
全

国
大
会
」
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

最
も
美
し
い
村
」
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め

る
と
と
も
に
、
そ
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
今
回
の
加
盟
。

　

申
請
に
あ
た
っ
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

た
２
人
の
言
葉
に
、
今
後
の
展
望
や
課
題
な

ど
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―
―
全
国
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
価
値
が
あ
る

但
馬
牛
。
20
年
の
歴
史
を
持
ち
、
小
代
区
民

総
出
で
作
り
上
げ
て
文
化
と
し
て
定
着
し
て

い
る
残
酷
マ
ラ
ソ
ン
。
審
査
の
際
に
高
い
評

価
を
受
け
た
こ
の
２
つ
の
地
域
資
源
も
含
め
、

小
代
区
内
の
景
観
・
環
境
・
文
化
を
大
切
に

し
、
外
部
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
地
域
活
性
化
の
た
め

の
歩
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

ず
は
ご
み
の
な
い
美
し
い
地
域
を
目
指
し
た

い
（
加
盟
申
請
の
主
体
と
な
っ
た
小
代
区
自

治
会
の
藤
澤
昌
彦
会
長
）

―
―
今
回
の
加
盟
で
小
代
区
を
訪
れ
る
人
も

多
少
増
え
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ま
だ
、
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
ば
か
り
。
決
し
て

ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
５
年
ご
と
に

再
審
査
が
あ
り
、
活
動
が
認
め
ら
れ
な
け
れ

ば
加
盟
が
取
り
消
さ
れ
ま
す
。
地
域
資
源
を

守
り
続
け
る
た
め
に
は
地
元
の
体
制
強
化
が

急
務
で
す
。
な
に
よ
り
、
地
元
の
皆
さ
ん
に

小
代
区
に
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

小
代
区
は
『
何
も
な
い
場
所
』
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
の
知
恵
と
力
を
結
集
し
て
、

美
し
い
村
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
（
加
盟

申
請
な
ど
の
事
務
局
を
務
め
た
小
代
観
光
協

会
の
田
野
眞
吉
会
長
）

　公益社団法人 全国和牛登録協会によると、全国で飼

育される黒毛和種繁殖雌牛の 99.9％が、今から 73年前

の昭和 14（1939）年に小代区で生まれた「田尻号」の

血統につながるとのことです。また、小代区を含めた美

方郡の牛は、険しい山々と深い谷が入り組んだ複雑な地

形のために「閉鎖育種」となり、現在でも「純血」が保

たれています。その子牛は全国の飼育農家などに買われ、

各地のブランド牛として育てられています。こうしたこ

とから、小代区は「和牛のふるさと」といえます。

　多頭飼育が主流となった現在でも、小代区では集落内

で 10頭程度の小規模で畜産を営む農家がいます。棚田

のあぜ草を飼料にしたり、牛ふんたい肥を利用して農畜

連携の循環型農業を営

んだりする中で、1頭

1頭を家族のように大

切に育て「暮らしの中

に牛がいる」風景がさ

まざまな物語を生んで

きました。

　今年で 20 回目を数

える「みかた残酷マラ

ソン全国大会」は、小

代区内の各集落を巡る

全長約 24㎞、高低差

約 400 ｍのうねりの

ある厳しいコースでタ

イムを競うものです。

　大会前には小代区内

の小・中学生が参加選手一人ひとりに応援メッセージを

送ります。大会当日には手作りの旗を振って応援するほ

か、各給水所では集落ごとに工夫を凝らしたもてなしを

行います。そして、ゴールした選手をいやすのはボラン

ティアスタッフなどが用意した冷やしトマトやそうめん

など。

　山岳地帯を生かしたこの大会は、参加選手と区民の皆

さんの温かい交流が育て上げたもので、今年は過去最高

の 2,169 人が全国各地から参加。そのうち約 6割がリ

ピーターといわれるほど、まさに「参加選手と区民の皆

さんが共にゴールを目指す大会」となっています。

未
来
に
残
し
た
い

今
後
の
展
望
や
課
題
は
―
―

小
代
区
の
地
域
資
源
と
は
―
―

　

小
代
区
の
交
流
人
口
の
増
大
や
地
域
の
連

携
強
化
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
ほ
か
、
連
合
の
一
員
と
し
て
「
日
本
で

「和牛のふるさと」小代

みかた残酷マラソン全国大会

▲ 浜田哲連合会長（北海道美瑛町長、左）

と河津修司連合副会長（熊本県南
みなみおぐに

小国町

長、右）から認定証の交付を受ける藤澤

会長（中央）　（写真は連合事務局提供）
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
接
種

森
浄
水
場
が
完
成
し
ま
し
た
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
上
下
水
道
課

11
月
１
日
か
ら
定
期
接
種
を
始
め
ま
し
た

11
月
15
日
か
ら
給
水
を
開
始
し
ま
す

　

11
月
１
日
か
ら
、
従
来
の
３
種
混
合
ワ
ク

チ
ン
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
）

と
単
独
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
代
わ
り
、
新

た
に
４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

百
日
せ
き
・
破
傷
風
・
ポ
リ
オ
）
の
定
期
接

種
を
始
め
ま
し
た
。

対
象
者

　

３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
単
独
の
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
の
い
ず
れ
も
未
接
種
の
乳
幼
児

　

※ 

す
で
に
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
単

独
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず
れ
か
を

１
回
で
も
接
種
し
た
場
合
、
４
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
ぞ
れ
の
ワ
ク
チ
ン
を
回
数
分
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
年
齢

　

生
後
３
ヵ
月
か
ら
７
歳
５
ヵ
月
ま
で

接
種
回
数
と
そ
の
間
隔

　

初
回
接
種
と
し
て
20
日
か
ら
56
日
の
間
隔

を
お
い
て
３
回
、
そ
し
て
、
追
加
接
種
と
し

て
初
回
の
３
回
目
接
種
終
了
後
か
ら
６
ヵ
月

以
上
の
間
隔
を
お
い
て
１
回
、
合
計
４
回
の

接
種
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
標
準
的
な
初
回
接
種
期
間
は
生
後

３
ヵ
月
か
ら
12
ヵ
月
ま
で
で
す
。
ま
た
標
準

的
な
追
加
接
種
期
間
は
、
初
回
の
３
回
目
接

種
終
了
後
12
ヵ
月
か
ら
18
ヵ
月
ま
で
で
す

接
種
す
る
に
は

　

接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関
に
各
自
で
直

接
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
接
種
当

日
は
予
診
票
と
母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

接
種
で
き
る
の
は
香
美
町
、
新
温
泉
町
、

豊
岡
市
に
あ
る
一
部
の
医
療
機
関
に
限
ら
れ

ま
す
（
接
種
費
用
は
無
料
）。

　

詳
し
く
は
役
場
健
康
課
に
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

発病・重症化防止に効果がある

インフルエンザ予防接種を受けましょう！
　予防接種の効果が出るまでに 2週間

程度かかりますので、流行前（12 月中

旬まで）の早めの接種を心掛けましょう。

　

香
住
区
の
上
水
道
は
清
流
「
矢
田
川
」
の

伏
流
水
を
水
源
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
、

水
流
の
変
化
な
ど
で
安
定
的
な
水
量
の
確
保

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
安
全
・
安
心
な
水
の
供
給
を
安

定
的
に
行
お
う
と
、
現
在
の
浄
水
場
の
南
側

に
新
た
な
水
源
（
井
戸
）
の
整
備
と
浄
水
場

の
建
設
に
着
手
し
、
10
月
末
に
完
成
。
こ
の

「
森
浄
水
場
」
は
11
月
15
日
（
木
）
か
ら
給

水
を
開
始
し
ま
す
。

　

な
お
、
そ
の
対
象
地
域
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
給
水
対
象
地
域
】

　

 

香
住
区
境
、
一
日
市
、
若
松
、
香
住
、
七

日
市
、
森
、
油
良
、
間
室
、
矢
田
、
下
浜
、

沖
浦
、
上
計
、
浦
上
の
各
大
字
の
一
部

　

森
浄
水
場
の
完
成
に
伴
い
、
11
月
19
日

（
月
）
か
ら
役
場
上
下
水
道
課
の
事
務
所
が

森
浄
水
場
内
に
移
転
し
ま
す
。

【
新
事
務
所
】

　

・
住　

所
…
香
住
区
森
４
６
３
番
地
の
１

　

・
電　

話
…
０
７
９
６
・
36
・
０
４
２
０

　

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
…
０
７
９
６
・
36
・
０
２
９
７

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
変
更
な
し

住宅地

至 

香
住

至 

村
岡

郵
便
局

森
会
館

矢
田
川

（新事務所）

森浄水場

現在の事務所

県
道 

香
住
村
岡
線

▲森浄水場（新事務所）を矢田川堤防から撮影

▲森浄水場（新事務所）位置図
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献
血
の
種
類

献
血
に
は
、
成
分
献
血
と
全
血
献
血

（
２
０
０
ml
献
血
、
４
０
０
ml
献
血
）

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
町
内
の
献
血
車
で

行
わ
れ
る
の
は
全
血
献
血
で
す
（
献
血
基
準

は
表
１
の
と
お
り
）。

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

あ
な
た
か
ら
始
ま
る
「
思
い
や
り
の
輪
」

あ
な
た
か
ら
始
ま
る
「
思
い
や
り
の
輪
」

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

〜〜  

献
血
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

献
血
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す  

〜〜  

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課
・
各
地
域
局

献
血
の
手
順

①
受
付
↓
②
問
診
票
の
記
入
↓
③
問

診
お
よ
び
血
圧
測
定
↓
④
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
濃
度
測
定
お
よ
び
血
液
型
事
前
判
定
↓

⑤
献
血
の
順
で
行
い
、
す
べ
て
を
終
え
る
の

に
約
40
分
か
か
り
ま
す
。

献
血
後
の
注
意

献
血
後
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

□
水
分
補
給
と
休
憩
を
十
分
に
行
う
こ
と

□
献
血
直
後
の
飲
酒
は
避
け
る
こ
と

□ 

献
血
当
日
の
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
は
避
け
る

こ
と

□ 

採
血
針
を
刺
し
た
場
所
を
も
ん
だ
り
、
こ

す
っ
た
り
し
な
い
こ
と

□ 

重
い
荷
物
を
持
っ
た
り
、
力
を
入
れ
す
ぎ

た
り
し
な
い
こ
と

よ
く
あ
る
質
問

こ
れ
以
外
に
も
不
明
な
点
が
あ
れ

ば
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

Ｑ
服
薬
し
て
い
る
場
合
は
―
―

Ａ
胃
腸
薬
、
高
脂
血
症
治
療
薬
、
漢
方
薬
な

ど
を
献
血
当
日
に
服
用
し
て
い
て
も
、
原
則
、

献
血
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
降
圧

薬
も
単
剤
（
１
種
類
）
で
服
用
し
、
血
圧
が

ほ
ぼ
正
常
域
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る

場
合
は
献
血
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
体
調
や
症
状

な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
医
師
が
判
断
し

ま
す
。

Ｑ
歯
科
治
療
を
行
っ
た
場
合
は
―
―

Ａ
出
血
を
伴
う
歯
科
治
療
（
歯
石
除
去
を
含

む
）
を
行
っ
た
場
合
、
抜
歯
な
ど
に
よ
り
口

腔
内
常
在
菌
が
血
中
に
移
行
し
、
菌
血
症
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
治
療
後
３

日
間
は
献
血
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
海
外
旅
行
を
し
た
場
合
や
海
外
で
生
活
を

し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
は
―
―

Ａ
輸
血
を
媒
介
し
て
感
染
が
心
配
さ
れ
る
疾

患
（
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
な
ど
）
の
リ
ス
ク
を

軽
減
す
る
た
め
、海
外
か
ら
の
帰
国
（
入
国
）

当
日
か
ら
４
週
間
以
内
の
人
は
献
血
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

全
国
で
年
間
５
０
０
万
人
を
超
え
る
人
が
行
っ
て
い
る

献
血
。
町
内
で
も
延
べ
４
５
５
人
（
昨
年
）
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

血
液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
う
え
、
輸
血

用
血
液
は
全
量
を
献
血
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　

献
血
は
、
ほ
ん
の
少
し
の
勇
気
で
で
き
る
身
近
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
。
輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
の
尊
い
命
を

支
え
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（表 1）献血基準など

200ml 献血 400ml 献血

年齢 16～ 69 歳※
男性：17～ 69 歳※
女性：18～ 69 歳※

体重
男性：45㎏以上
女性：40㎏以上

男女とも 50㎏以上

年間献血回数
男性：6回以内
女性：4回以内

男性：3回以内
女性：2回以内

年間総献血量
200ml 献血と 400ml 献血を合わせて
男性：1,200ml 以内、女性：800ml 以内

献血の間隔
男女とも 4週間後の同じ
曜日から献血可能

男性は 12週間後、女性
は 16週間後の同じ曜日

から献血可能

※ 65 歳以上の献血は、健康を考えて 60 ～ 64 歳の間に献血経験がある人に限る

（表 2）今後の町内献血予定

実施予定日 受付時間 場所

11 月 19 日（月） 9:30 ～ 15:00 香住文化会館

平成25年1月18日（金） 10:00 ～ 15:00 村岡地域局

平成 25年 2月 5日（火） 10:00 ～ 15:00 役場本庁舎

平成25年3月12日（火）
9:30 ～ 11:00
13:00 ～ 15:00

香住文化会館
公立香住病院

▲献血キャラクター
　「けんけつちゃん」
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地
震
に
よ
る
被
害
で
大
き
な
割
合
を
占

め
る
の
は
『
家
具
の
転
倒
』
に
よ
る
も
の

で
す
。
最
近
は
自
分
で
簡
単
に
設
置
で
き

る
さ
ま
ざ
ま
な
転
倒
防
止
用
具
が
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
被
害
を
防
い
で
安
全
な
逃
げ

道
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
転
倒
防
止
用

具
を
設
置
し
て
家
の
中
の
安
全
を
確
保
し

ま
し
ょ
う
。

本
棚

　

Ｌ
（
エ
ル
）
型
金
具
で
壁
な
ど
に
固
定

す
る
。
重
い
本
は
下
の
段
に
置
き
、
ひ
も

や
ベ
ル
ト
な
ど
で
落
下
を
防
止
す
る
。 問い合わせ先

　役場総務課防災安全室

家
の
中
の
安
全
を
確
保
し
よ
う

夕暮れ時・夜間の交通事故防止

を身に付けてをを

ましょう！いつもより

　現在、県内および町内で交通死亡事故が多発

しています。

　これから年末にかけて交通死亡事故が多くな

る季節です。特に夕暮れ時から夜間にかけては

ドライバーから歩行者や自転車が見えにくくな

り、こうした人が被害者となる死亡事故が多く

なります。

　悲しい死亡事故を無くすために大事なのは

「歩行者や自転車の存在をドライバーに早く気

づかせること」です。反射材を身に付けて、自

分の存在をアピールし、交通事故を回避しま

しょう。

　また、ドライバーの皆さんは絶えず歩行者や

自転車がいないか確認し、見かけたら速度を落

として動きに注意するなど、思いやりとゆとり

のある運転を心掛けましょう。

重
点
項
目

□ 玄関を出る前に反射材を着用する！

□ ドライバーからよく見えるように、道路

を横断する際に体を動かす！

□ 反射材を過信せず、左右から車が近づい

てきているときや曲がってくる車がいる

ときは注意する！

※ 

反
射
材
に
は
タ
ス
キ
や
リ
ス
ト
バ
ン

ド
、
靴
に
張
る
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
が
あ
り
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

地
震
に
備
え
る
！

タ
ン
ス
な
ど
の
背
の
高
い
家
具

　

突
っ
張
り
棒
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
留
め
具
で

天
井
や
壁
に
固
定
す
る
。
ス
ト
ッ
パ
ー
を
下

に
挟
む
方
法
も
あ
る
。

薄
型
テ
レ
ビ

　

粘
着
性
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
、
機
器
の
裏
側

を
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
で
壁
に
固
定
す
る
。

食
器
棚

　

扉
に
開
閉
防
止
器
具
を
取
り
付
け
、
ガ
ラ

ス
製
の
扉
に
は
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
張
る
。

冷
蔵
庫

　

転
倒
防
止
ベ
ル
ト
や
専
用
の
金
具
で
固
定

す
る
。

窓
ガ
ラ
ス

　

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
張
る
。
カ
ー
テ
ン

を
閉
め
て
お
く
こ
と
で
も
室
内
へ
の
飛
散
防

止
効
果
が
あ
る
。
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　賢い消費者になりましょう！

消 生 活費 相談

こんな
とき、どうする？

～ 物干し～ 物干し竿竿
ざ おざ お

の移動販売 ～の移動販売 ～
【事例】

　移動販売車を呼び止めて「古

くなった物干し台を処分しても

らえるなら」と新しい物干し台

と竿を注文した。

　価格表には 4千円とあったが、

代金 10 万円を請求された。納得

いかなかったが、男性 2 人組で

怖かったので仕方なく支払った。

【ひとことアドバイス】

◇ こうしたケースではクーリングオフがで

きます。領収書は必ず受け取りましょう。

◇ 「あなた用に竿の長さを調整するため、

途中で切断した。返品はできない」と支

払いを迫る悪質なケースもあります。

◇ 領収書を発行しなかったり、連絡先が架

空のものだったりして返金交渉ができず、

泣き寝入りするケースもあります。

◇ 移動販売業者から購入する際は、商品と

金額をしっかり確認し、納得いかなけれ

ばきっぱりと断りましょう。

　 また、脅迫された場合は警察に通報しま

しょう。

相談は

　こちらへ…

役場消費生活相談窓口（町民課内）
　℡ 0796・36・1941（直通）
たじま消費者ホットライン
　℡ 0796・23・1999
※相談無料で秘密は厳守 !!

　

食
事
を
お
い
し
く
味
わ
う
、
会
話
を
楽

し
む
、
表
情
を
豊
か
に
す
る
―
―
。

　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
『
健
口
（
健
康
な
口

腔
）』
が
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

に
「
生
活
機
能
に
関
す
る
問
診
」（
全
25

項
目
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
こ

れ
ま
で
に
約
４
５
０
０
人
か
ら
回
答
を
い

た
だ
き
、
そ
の
う
ち
約
16
％
の
人
に
口
腔

機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

「
健
口
生
活
」
送
れ
て
い
ま
す
か

　

次
の
３
つ
に
思
い
当
た
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
２
つ
以
上
該
当
す
れ
ば
「
健

口
生
活
」
に
黄
色
信
号
が
と
も
っ
て
い
る

か
も
。

・ 

半
年
前
に
比
べ
て
固
い
物
が
食
べ
に
く

く
な
っ
た

・
お
茶
や
汁
物
で
む
せ
る
こ
と
が
あ
る

・
口
腔
内
の
乾
き
が
気
に
な
る

　

良
好
な
口
腔
状
態
を
保
つ
た
め
に
も

「
口
腔
ケ
ア
」
や
「
口
腔
体
操
」
を
日
常

生
活
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
食
事
の
後

は
必
ず
歯
磨
き
。
舌
が
白
く
汚
れ
て
い
る

人
は
、
舌
の
手
入
れ
も
忘
れ
ず
に
。

　

ま
た
、
一
日
に
１
〜
１
・
５
リ
ッ
ト
ル

も
分
泌
さ
れ
る
だ
液
は
、
食
べ
物
の
消
化

の
ほ
か
、
食
べ
物
の
か
す
を
き
れ
い
に
洗

い
流
し
て
雑
菌
の
繁
殖
を
抑
え
る
役
割
を

持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
加
齢
や
服

薬
な
ど
の
影
響
で
分
泌
量
が
減
少
し
ま

す
。
大
切
な
だ
液
の
分
泌
を
促
す
た
め
に

「
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛か

む
」
こ
と
や
「
だ
液

腺せ

ん

マ
ッ
サ
ー
ジ
」
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

通 信
●問い合

わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

いきいき
健
口
生
活

健
口
生
活

け
ん
こ
う

を
送
ろ
う
！

①
耳じ

か下
腺せ

ん

親指を耳の後ろに、残り
4 本の指を軽く閉じて手
のひらをほおにあて、後
ろから前に向かって回す

②
顎が

っ

か下
腺せ

ん

親指であごの骨の柔らか
い部分を、耳の下あたり
からあごの下まで順番に
押す

③
舌ぜ

っ

か下
腺せ

ん

両手の親指をそろえて、
あごの下から突き上げる
ように、ゆっくりグーッ
と押す

だ
液
腺せ

ん

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
手
順

①
〜
③
を
数
回
繰
り
返
し
ま
す
。
食
前

に
行
う
と
効
果
的
で
す
。
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文 

芸 

か 

み

真ま

さ

ご砂
俳
句
会　

十
月
句
会
か
ら

※ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
香
美
町
文
化
協
会
所
属
の
各

団
体
の
俳
句
・
短
歌
を
毎
月
掲
載
し
ま
す
。

寺
の
嬰や

や

次
々
抱
か
れ
秋
彼
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
田 

美
代
子

わ
が
為
に
だ
け
の
馳
走
や
敬
老
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川 

サ
ヨ
子

紅べ

に

足
し
て
足
し
て
火
口
の
は
ぜ
紅も

み

じ葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

静
子

聞
く
で
な
く
聞
か
ぬ
で
も
な
き
虫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
柴 

光
代

食
前
の
一
家
合
掌
紅べ

に

の
萩は

ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
居 

君
香

境
内
の
大
樹
う
き
た
つ
今
日
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋 

二
三
子

大
師
へ
の
道
づ
れ
と
な
る
萩は

ぎ

の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
脇 

政
江

八や

そ

じ

十
路
と
や
日
々
ゆ
る
や
か
に
稲
刈
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長 

扶
微
子

菩
提
寺
の
手
桶
に
溢あ

ふ

る
秋
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川 

喜
美

町
長
と
笑
顔
で
握
手
敬
老
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田 

恵
津
子

牛
売
り
の
超
え
た
る
峠
葛く

ず

の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬 

美
智
子

鬼ほ

う

づ

き灯
を
含
み
て
遠
き
日
を
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田 

淳
子

◆
定
例
会　

（
香
住
文
化
会
館
）　

　

４
〜
10
月　

毎
月
第
一
土
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時

　

11
〜
３
月　

毎
月
第
一
火
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

 おめでとうございます

町内から表彰受賞者がありました
（順不同・敬称略）

兵庫県のじぎく賞

　（8月 26日の人命救助に対して）

　　井上 優（村岡区高坂）

日本赤十字社 金色有功章

　（献血功労：献血 100 回以上）

　　山田耕司（香住区境）

 田中基彦さん（村岡区村岡）

人権擁護委員法務大臣表彰

　人権擁護委員の田中基彦さ

ん（村岡区村岡）が法務大臣

表彰を受賞されました。

　田中さんは長年、町民の皆

さんからのさまざまな相談や

人権思想の普及高揚に当たら

れ、現在も活躍されています。

 県民農林漁業祭

村岡特産物振興会が人気№ 1を獲得

　「ふるさとひょうご　五国のめぐみを再発見！」

をテーマに 10 月 20 ～ 21 日の 2 日間、県立明石

公園で行われた「第 34回兵庫県民農林漁業祭」で、

村岡特産物振興会が来場者の人気投票で第 1位に

選ばれ、表彰を受賞されました。

　会場では県内各地から 80を超える出展者が自慢

の味を披露するなか、村岡特産物振興会のブースで

は、きねつきのとちもち、炭火

焼あまご、但馬牛コロッケなど

を実演販売。来場者の長い行列

が絶えませんでした。

　同会の小林正会長は「地元の

食材にこだわり、おいしさを引

き立たせる工夫を凝らしたのが

評価されたのでは」と受賞の喜

びを語ってくれました。 ▲ 受賞の喜びを語る小林会長
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 24年 10 月 22 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　

　　　℡ 0796・36・0137

ー
編
集
後
記
ー

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（9/21 ～ 10/20）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※ このコーナーは、先月（9/21 ～ 10/20）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

小
代
区
が
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
に
加
盟
し
ま
し
た
。
関
係
者
そ
し

て
小
代
区
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
▼
広
報
掲
載
に
あ

た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
調
べ
て
み

る
と
、
加
盟
地
域
は
い
ず
れ
も
全
国
で

名
の
知
れ
た
場
所
。
そ
し
て
、
一
度
は

行
っ
て
み
た
い
場
所
ば
か
り
。
そ
ん
な

と
こ
ろ
が
町
内
に
あ
る
こ
と
は
と
て
も

幸
せ
な
こ
と
で
す
▼
企
業
誘
致
な
ど
で

短
期
的
な
発
展
を
望
む
よ
り
、
地
域
の

魅
力
を
守
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と

の
方
が
長
期
的
に
み
れ
ば
理
想
形
な
の

で
し
ょ
う
。
既
に
連
合
に
加
盟
し
て
い

る
地
域
が
そ
の
お
手
本
と
な
る
は
ず
。

小
代
区
は
ま
だ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
ば
か
り
で
す
。（
み
う
ら
）

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

暴
力
団
排
除
に

力
強
い
タ
ッ
グ
！

「
暴
力
団
関
係
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
合
意
書
」
調
印
式

（
９
月
28
日
、
美
方
警
察
署
）

　

10
月
１
日
の
「
香
美
町
暴
力
団
排
除
条
例
」
施
行
を
前

に
９
月
28
日
、
美
方
警
察
署
で
「
暴
力
団
関
係
情
報
の
取

扱
い
に
関
す
る
合
意
書
」
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
合
意
書
は
香
美
町
長
、
香
美
町
教
育
委
員
会
教
育

長
、
香
美
町
病
院
事
業
管
理
者
の
３
者
と
美
方
警
察
署
長

が
暴
力
団
排
除
を
徹
底
し
よ
う
と
、
相
互
の
協
力
体
制
を

確
立
す
る
た
め
に
取
り
交
わ
し
た
も
の
。
町
の
事
務
事
業

の
相
手
方
が
暴
力
団
関
係
者
か
ど
う
か
判
断
す
る
た
め
の

情
報
交
換
や
、
暴
力
団
関
係
者
か
ら
の
不
当
介
入
が
あ
っ

た
場
合
に
同
署
が
取
り
締
ま
り
を
行
う
こ
と
な
ど
が
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
印
式
に
は
長
瀬
町
長
と
楢な

ら

は

ら原
晃
一
美
方
警
察
署
長
、

ま
た
同
様
の
合
意
を
取
り
交
わ
す
岡
本
英
樹
新
温
泉
町
長

が
出
席
。
３
人
が
机
に
並
ん
で
合
意
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

長
瀬
町
長
は
「
町

条
例
の
施
行
を
前
に
、

美
方
警
察
署
と
力
強

い
タ
ッ
グ
が
組
め
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
安

全
、
安
心
な
生
活
の

た
め
に
も
暴
力
団
排

除
に
万
全
を
期
し
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

町
内
各
地
で
力
走
を
披
露
！

第
25
回
但
馬
村
岡
ミ
ニ
ミ
ニ
駅
伝
大
会
（
10
月
７
日
、
村
岡
区
「
兎
塚
学
び
の
里
周
辺
コ
ー
ス
」）

第
42
回
香
美
町
駅
伝
競
走
大
会
（
10
月
14
日
、
香
住
区
大
梶
〜
香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

　

秋
が
深
ま
り
を
見
せ
る
な
か
、
町
内
各
地
で
行
わ
れ
た
駅
伝
大
会
。
沿
道
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、

選
手
は
必
死
に
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

10
月
７
日
に
行
わ
れ
た
第
25
回
但
馬
村
岡
ミ
ニ
ミ
ニ
駅
伝
大
会
に
は
、
小
学
生
、
中
学
生
、
一
般

の
そ
れ
ぞ
れ
男
女
別
６
部
門
に
町
内
外
か
ら
81
チ
ー
ム
が
参
加
。
４

区
間
で
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
ま
た
、
町
が

掲
げ
る
「
３
つ
の
町
民
運
動
」
の
う
ち
の
一
つ
「
体
力
づ
く
り
運
動
」

の
一
環
と
し
て
、
今
年
は
町
内
各
小
学
校
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
大
会
は
そ
の
成
果
を
披
露
す
る
「
第
１
回
香

美
町
小
学
生
駅
伝
記
録
会
」
も
兼
ね
ま
し
た
。
３
位
以
内
の
成
績

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

小
学
生
男
子
の
部
▼
１
位 

照
来
小
Ａ
、
２
位 

城
崎
小
Ａ
、
３
位 

照
来
小
Ｂ
、
同
女
子
の
部
▼
１
位 

小
野
小
女
子
Ａ
、
２
位 

城
崎
小

Ｄ
、
３
位 

村
岡
ラ
ビ
ッ
ツ
、
中
学
生
男
子
の
部
▼
１
位 

香
住
一
中

Ａ
、
２
位 

氷
上
中
、
３
位 

春
日
中
男
子
Ａ
、
同
女
子
の
部
▼
１
位 

豊
岡
北
中
Ｃ
、
２
位 

香
住
一
中
Ｇ
、
３
位 

山
南
中
Ａ
、
一
般
男
子

の
部
▼
１
位 

美
方
広
域
消
防
、
２
位 

温
泉
走
友
会
、
３
位 

共
和
薬

品
工
業
、
同
女
子
の
部
▼
１
位 

チ
ー
ム
秋こ

す
も
す桜

、
２
位 

出
石
特
別
Ｂ
、

３
位 

八
鹿
病
院
Ｊ
Ｃ

　

10
月
14
日
に
行
わ
れ
た
「
第
42
回
香
美

町
駅
伝
競
走
大
会
」
に
は
17
チ
ー
ム
が
参

加
。
上
位
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

１
位 

美
方
広
域
消
防
、
２
位 

矢
田

川
走
友
会
Ａ
、
３
位 

下
浜
ウ
ッ
ド
ペ
ッ

カ
ー
、
４
位 

香
美
町
役
場
、
５
位 

佐
津

谷
ム
ー
ミ
ン
ズ
Ａ
、
６
位 

佐
津
谷
ム
ー
ミ

ン
ズ
Ｂ

▲合意を取り交わした（左から）長瀬町長、楢原美方警察署長、
岡本新温泉町長
▲合意を取り交わしたた（左から）長瀬町長 楢原美方警察署長

▲スタートを切る選手たち（第 25 回但馬村岡ミニミニ駅伝大会）▲スタ トを切る選手たち（第 25 回但馬村岡ミニミニ駅伝大会）

▲次の区間の選手にタスキをつなぐ選手
　（第 42 回香美町駅伝競走大会）
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深
ま
り
ゆ
く
秋
を
感
じ
な
が
ら

ハ
イ
キ
ン
グ

第
12
回
秋
の
兎
和
野
・
瀞
川
平
山
岳
歩
こ
う
会

（
10
月
14
日
、
村
岡
区
「
瀞
川
平
周
辺
」）

　

兵
庫
県
観
光
百
選
第
１
位
に
選
ば
れ
、
自
然
景
勝
地
と
し
て

多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
瀞
川
平
。
そ
の
周
辺
で
ハ
イ
キ

ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
澄
み
き
っ
た
空
気
と
雄
大
な
山
々
を

体
感
し
よ
う
と
10
月
14
日
、
12
回
目
と
な
る
「
秋
の
兎
和
野
・

瀞
川
平
山
岳
歩
こ
う
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
１
４
９
人
が
参
加
。
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
秋
の
装
い

が
深
ま
る
瀞
川
平
周
辺
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。

　

全
長
約
８
㎞
の
瀞
川
平
と
大
カ
ツ
ラ
を
巡
る
コ
ー
ス
で
は
、

参
加
者
は
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
に
挑
戦
。
こ
れ
は
ポ
ー
ル

(

ス
ト
ッ
ク)

を
両
手
に
持
っ
て
歩
く
こ
と
で
上
半
身
の
運
動

に
も
な
り
、
通
常
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
よ
り
も
生
活
習
慣
病
予
防

や
リ
ハ
ビ
リ
、
ま
た
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
参
加
者
は
ポ
ー
ル
の
使
い
方
な
ど
を
教
わ
っ
た
後
、

ハ
イ
キ
ン
グ
を
開
始
。
ま
た
、
コ
ー
ス
途
中
で
は
木
の
殿
堂
や

幹
周
り
16
ｍ
の
大
カ
ツ
ラ
が
あ
る
但
馬
高
原
植
物
園
な
ど
を
散

策
し
た
ほ
か
、
う
わ
の
鍋
や
炊
き
込
み
ご
は
ん
を
味
わ
い
ま
し

た
。

　

親
子
で
参
加
し
た
森
井

真ま

ひ

ろ大
く
ん
（
７
歳
、
村
岡

区
萩
山
）
は
「
疲
れ
た
け

ど
、
頑
張
っ
て
最
後
ま
で

歩
け
ま
し
た
」
と
満
足
そ

う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

知
事
の
書
を
披
露

氷
ノ
山
山
系
を
舞
台
に
１
８
６
人
が
力
強
く
駆
け
る

（
10
月
20
日
、
香
住
小
学
校
運
動
会
）

Ｏ
Ｓ
Ｊ
氷
ノ
山
山
系
ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
（
10
月
28
日
）

　

８
月
末
に
完
成
し
、
２
学
期
か
ら
児
童
た
ち
が
通
っ
て
い
る
香
住
小
学
校
（
山
本

真
校
長
、
４
２
２
人
）
の
新
校
舎
。
そ
の
完
成
を
祝
い
井
戸
敏
三
兵
庫
県
知
事
が
し

た
た
め
た
書
が
10
月
20
日
、
同
校
運
動
会
で
全
校
児
童
に
初
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

書
に
は
「
ふ
る
さ
と
の
日
本
海
の
よ
う
に
、
大
き
な
夢
や
志
を
持
っ
て
育
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
児
童
へ
の
願
い
を
込
め
た
「
大
志
海
如
（
た
い
し 

う
み
の
ご
と
し
）」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

山
本
校
長
は
「
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
時
、
こ
の
書
を
思
い
返
し
、
ふ
る

さ
と
を
大
事
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
書
は
今
後
、
同

校
２
階
の
多
目
的
ホ
ー
ル
「
し
お
か
ぜ
」
で
児
童
を
見
守
り
つ
づ
け
ま
す
。

　

全
国
を
転
戦
す
る
山
岳
レ
ー
ス
の
最
終
戦
（
10
戦
）
と
な
る
「
Ｏ
Ｓ
Ｊ
氷
ノ
山
山
系
ト
レ
イ

ル
レ
ー
ス
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
10
月
28
日
、兵
庫
県
最
高
峰
の
氷
ノ
山
（
１
５
１
０
ｍ
）

山
系
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

兎
和
野
高
原
野
外
教
育
セ
ン
タ
ー
（
村
岡
区
宿
）
を
ス
タ
ー
ト
し
、
と
ち
の
き
村
（
小
代
区

新
屋
）
に
ゴ
ー
ル
す
る
全
長
約
71
㎞
、
高
低
差
約
９
９
０
ｍ
の
過
酷
な
山
岳
コ
ー
ス
に
２
１
６

人
が
出
場
し
、
１
８
６
人
が
完
走
。
完
走
率
は
約
86
・
１
％
で
し
た
。

　

氷
ノ
山
山
系
で
は
平
成
22
年
度
に
初
開
催
し
た
こ
の
レ
ー
ス
。
台
風
に
よ
る
コ
ー
ス
上
の
土

砂
崩
れ
な
ど
で
昨
年
は
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
復
旧
工
事
も
終
了
。
コ
ー
ス
は
未

舗
装
の
林
道
や
登
山
道
が
大
部
分
を
占
め
る
な
ど
変
化
に
富
み
、
兵
庫
（
養
父
市
、
香
美
町
、

新
温
泉
町
）、
鳥
取
（
若
桜
町
、
国
府
町
）
両
県
に
ま
た
が
り
ま
す
。

　

午
前
５
時
30
分
、
ま
だ
日
が
昇
ら
な
い
う
ち
に
ス
タ
ー
ト
し
た
選

手
。
瀞
川
山
、
鉢
伏
山
、
氷
ノ
山
を
駆
け
抜
け
、
扇
ノ
山
へ
。
そ
の
後
、

上
山
高
原
、
論
山
を
越
え
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。
制
限
時
間
は

午
後
９
時
ま
で
の
15
時
間
30
分
。
途
中
、
降
雨
の
た
め
に
滑
っ
て
転

倒
、
負
傷
す
る
選
手
も
い
ま
し
た
が
、
レ
ー
ス
終
盤
の
小
代
区
内
で
は
、

沿
道
か
ら
「
あ
と
少
し
で
ゴ
ー
ル
だ
、
頑
張
れ
」
と
激
励
の
声
援
が
。

７
時
間
23
分
28
秒
の
タ
イ
ム
で
優
勝
し
た
平
澤
賢
市
選
手
（
長
野
県
）

は
、
疲
れ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
り
ま
し
た
。

▲長瀬町長が書に込められた思いを全校児童説明▲長瀬町長が書に込められた思いを全校児童説明

▲森の中でハイキングを楽しむ参加者たち▲森の中でハイキングを楽楽しむ参加者たち

▲  日中は氷ノ山山系の雄大な自然を楽しみ、
夜はヘッドライトで足元を照らしながら
過酷なレースに挑んだ選手。最後の選手
がゴール付近に姿をみせたのは制限時間
の約 2分前。既に完走した選手や関係者
がゴール前に詰めかけ、大きな拍手で出
迎えました。



この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。

役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　  消費生活相談　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

◇
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
92
号
）
平
成
24
年
11
月
8
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

まちのうごき

（平成 24 年 10 月 1 日現在）

合　計　20,273 人（－  28）

　男　　 9,677 人（－  13）

　女　　10,596 人（－  15）

世帯数  6,829 世帯（－　9）

カッコ内は前月比

装そ

う

か

ぶ

つ

ち

の

た

ち

頭
椎
大
刀
を
出
土
し
た
「
文
堂
古
墳
」（
村
岡
区
寺
河
内
）

や
石
室
内
に
線
刻
画
が
描
か
れ
た
「
三さ

ん

の

た

に

之
谷
１
号
墳
」（
村

岡
区
高
井
）
の
よ
う
に
県
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
る
も
の
の

ほ
か
、
町
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
８
ヵ
所
あ
り
、

そ
の
う
ち
３
ヵ
所
が
香
住
区
内
に
あ
り
ま
す
。

　

最
初
に
ご
紹
介
す
る
の
は「
上う

え

の

や

ま

野
山
古
墳
」（
香
住
区
矢
田
）

で
す
。
Ｊ
Ｒ
下
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
左
手
の
山
に
あ
り
ま

す
。
盛
り
土
は
既
に
な
く
な
っ
て
い
て
、
板
状
の
石
を
箱
の

よ
う
に
組
み
合
わ
せ
る
「
組
合
せ
式
箱
式
石せ

っ

か

ん棺
」
と
い
わ
れ

る
埋
葬
施
設
が
２
基
、
姿
を
見
せ
て
い
ま
す
。
現
在
、
石
棺

の
中
に
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
元
の
言
い
伝
え
に
よ
る

と
、
人
骨
や
土
器
が
収
め
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

２
ヵ
所
目
は
「
ホ
ウ
キ
古
墳
」（
香
住
区
訓
谷
）
で
す
。

こ
の
古
墳
は
６
〜
７
世
紀
に
盛
ん
に
造
ら
れ
た
「
横
穴
式
石

室
」
と
い
わ
れ
る
埋
葬
施
設
を
持
っ
て
い
ま
す
。
石
室
内

に
土
砂
が
流
れ

込
ん
だ
こ
と
で
、

し
ゃ
が
ん
で
入

れ
る
く
ら
い
の

天
井
の
高
さ
し

か
あ
り
ま
せ
ん

が
、
造
ら
れ
た

当
時
の
高
さ
も

今
と
あ
ま
り
変

わ
ら
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
天

井
に
と
て
も
大

き
く
平
ら
な
石

を
使
っ
て
い
ま

す
。

　

最
後
は
安あ

さ

か

や

ま

坂
山
古
墳
（
香
住
区
下
岡
）
で
、
ホ
ウ
キ
古
墳

と
同
様
に
横
穴
式
石
室
を
持
っ
て
い
ま
す
。
出
入
り
口
は
崩

れ
て
い
て
内
部
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
天
井
の
石

が
落
ち
込
ん
で
い
る
所
か
ら
内
部
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
石
室
の
大
き
さ
や
様
子
な
ど
か
ら
、
ホ
ウ
キ
古
墳
よ

り
も
少
し
古
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

死
者
の
冥
福
を
願
っ
て
造
ら
れ
た
古
墳
。
そ
の
祈
り
の
気

持
ち
は
今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

本
号
発
行
日
（
11
月
８
日
）
の
前
日
、
11
月
７
日
は
24
節

気
の
一
つ
で
冬
の
始
ま
り
を
指
す
「
立
冬
」。
こ
の
日
か
ら

立
春
（
２
月
４
日
）
ま
で
が
冬
の
季
節
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
祖
先
も
山
々
の
衣
替
え
や
朝
晩
の
冷
え
込
み
な
ど

か
ら
冬
の
到
来
を
感
じ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
そ
ん
な
祖
先
の
残
し
た
町
内
の
古
墳
の
う
ち
、
香

住
区
に
あ
る
３
ヵ
所
の
古
墳
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

古
墳
と
は
３
世
紀
後
半
か
ら
７
世
紀
前
半
に
作
ら
れ
た
墓

の
こ
と
で
、
特
徴
的
な
の
は
埋
葬
施
設
の
上
に
土
が
盛
ら
れ

て
い
る
点
で
す
。
全
国
で
こ
う
し
た
古
墳
が
盛
ん
に
造
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
代
を
古
墳
時
代
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

町
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
古
墳
は
91
ヵ
所
。
美
麗
な
金こ

ん

ど

う銅

第
28
回

町
指
定
文
化
財

香
住
区
の
３
古
墳

▲上野山古墳の石棺（上）と位置（下）

▲ホウキ古墳（上）と位置（下）▲安坂山古墳（上）と位置（下）


